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第 5 章では，可変形ミラーのX線レーザ一実験への応用を検討し， X線レーザー用線集光光学系の幾何光学的な考
察と可変形ミラー利用の有効性について述べている o X線レーザ一実験の改善のために開発した直径40crn級大口径可
変形ミラーの特性について述べ，実際に実験に導入して得られた高輝度X線レーザーの発振実験の結果を示しているO












である o 高い測定精度を得るため画像データの積算方法を提案し，スポット中心の読み取り精度を 100分の l ピ



















光学系を使用した場合に比べ，約 6 倍強い X線レーザ一発振を実現している。
(5)核融合ターゲット上での照射均一性の向上のため，可変形ミラーを用い，連続波面制御により焦点近傍で，均一
な三角，四角， リング状などの形にエネルギー損失なく集光パターンが整形可能であることを示している。
効率よく集光ビーム整形を行うための波面分布を設計するため，新アルゴリズムを提案している。従来の位相
回復法アルゴリズムを改良したものでフーリエ変換と逆フーリエ変換を反復的に使用する際の，高空間周波数成
分のフィルタリングが新規性である o 設計波面分布は一般的に不連続境界が生じるが，位相情報を失うことなく
連続分布に変換する位相回復を実現している o
以上の結果は，高機能波面計測法と高出力レーザー用補償光学技術を確立し， レーザー照射均一性の向上に関して
大きな意義を持つと共に，核融合研究以外の高平均出力レーザー装置の改良にも大きく貢献する。これらの成果はレー
ザー工学，電気工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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